
Ｒ３ 全教科についての指導方法の課題分析と具体的な授業改善策 

教科名 （  算    数  ） 

 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画 

第１学年 

・ 操作活動を繰り返し、

間違えずに計算でき

る児童が増えた。文章

題の立式で迷う児童

への指導が必要。 

・ 場面の意味と操作活動を更

に関連付けて、立式させる。 
・ 具体物・半具体物を用いた活

動などを通して場面の意味

を理解できるようにする。 

・ 操作活動を教師と一緒に行

う。(補充) 
・ 繰り返し習熟を図る。（補充） 
・ 教示用時計を各クラスに配布

し、時計を意識させる。（補充） 
・ ICT 機器を活用し、つまずき

やすい内容を見える化し、分

かりやすくする。（補充） 
・ 学習したことを生かし、作問

することにより理解を深めさ

せる。（発展） 

第２学年 

・ 長さの測定や直線を

引くこと、水のかさを

読み取る指導。 
・ 文章題で聞かれてい

る内容と式を結び付

ける指導。 

・ 日常生活で繰り返し経験さ

せる。 
・ 半具体物（タイルなど）を用

いた活動を設定する。 
・ 聞かれていることにアンダ

ーラインを引かせる。 

・ 繰り返し習熟を図る。（補充） 
・ 操作活動を多く設定する。（補

充） 
・ ICT 機器を活用し、つまずき

やすい内容を見える化し、分

かりやすくする。（補充） 
・ 実際の生活に生かせるように

意識しながら問題を解かせ

る。（発展） 

第３学年 

・ 長さや時間では、計算

をしたり目盛りを読

んだりすること、ｍと

ｋｍの単位換算の指

導。 
・ かけ算の基本的な定

着への個人差に応じ

た指導。 
・ 発展的な問題の指導。 

・ 明確な課題を提示し、既習事

項を生かして、図や式などに

表して自分の考えがもてる

ように工夫する。 
・ ペア発表やノートを見合う

などの学習形態、学習過程を

工夫して、自分の考えを表現

することに慣れさせる。 
・ 授業でかけ算の復習を取り

入れたり、日常的に時刻や長

さなど繰り返し経験させた

りする。 
・ 発展的な問題では、図をかく

などして視覚的にも分かる

ように指導する。 

・ 習熟に多くの時間を要する児

童の多いコースは人数を少な

くし、前学年の内容に立ち戻

る等個別に課題を設定し繰り

返し練習させる。（補充） 
・ かけ算や時刻、長さなど、必

要に応じて放課後や学力補充

教室等を活用し、前学年の内

容に立ち戻る学習を展開す

る。(補充) 
・ 友達に考え方を説明すること

によって、より理解を深めさ

せる。（発展） 
・ ICT 機器を活用し、自分の考

えと友達の考えの比較をす

る。（発展） 



第４学年 

・ 正確に作図する指導。 
 
・ 計算練習等の基本的

な処理の指導。 

・ 作図の仕方を常に提示して、

視覚的に捉えさせる。 
・ ペアで見合う時間や個別に

確認する時間をとる。 
・ 習熟の度合いに合わせて各

コースに必要な課題を設定

する。 

・ 習熟が必要なコースの人数を 
少なくし、前学年の内容にた 
ち戻る等個別に課題を設定

し、繰り返し練習させる。（補

充） 
・ 友達に考え方を説明すること

によって、より理解を深めさ

せる。（発展） 
・ ICT 機器を活用し、自分の考

えと友達の考えの比較をす

る。（発展） 

第５学年 

・ 小数のかけ算やわり

算の理解や、作図など

の技能を確実につけ

る指導。 
・ 問題を読み、条件に応

じた立式の指導。 

・ 習熟の度合いに合わせて各

コースに必要な課題を設定

し、補充や発展の内容を意識

して授業を展開する。 
・ 文章題の立式の際に立式の

根拠をはっきりさせる。数直

線をかくことで、根拠を視覚

的に捉えやすくする機会を

積極的に設ける。 

・ コースによっては人数を少な

くすることで、個別指導の時

間をできる限り多く設ける。

（補充） 
・ 家庭で取り組む課題を定期的

に出して、習熟させる。（補充） 
・ 個別に課題を設定すること

で、繰り返し練習する。（補充） 
・ 自分の力で一般化させる。（発

展） 
・ ICT 機器を活用し、自分の考

えと友達の考えの比較をす

る。問題解決のためにプログ

ラミングを用いる。（発展） 

第６学年 

・ 計算の基礎的な処理

能力の向上を図るた

めの個に応じた指導。 
・ 問題に応じた立式が

できる指導。 

・ 習熟の度合いに合わせて各

コースに必要な課題を設定

し、習熟や発展の内容を意識

して授業を展開する。 
・ 課題や活動を工夫し、自ら考

える楽しさが味わえる場を

設定する。 
・ 数直線や図を利用して問題

を解く力を身に付けさせる。 

・ 家庭で取り組む課題を定期的

に出して、習熟させる。（補充） 
・ 自分の力で一般化させる。 

（発展） 
・ 友達に考え方を説明すること

によって、より理解を深める。

（発展） 
・ ICT 機器を活用し、自分の考

えと友達の考えの比較をす

る。問題解決のためにプログ

ラミングを用いる。（発展） 
 


